
 
団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（1）指定管理業務を実施するための必要な企業倫理・諸規定の整備、法令順守に向けた取り組み 

①企業倫理・諸規定の整備                                 

私たちは、50 年の長きにわたり、地元の南足柄市を拠点として企業活動を展開してきました。 

その間、社会に対して、お客様・取引先に対して、従業員に対して、株主に対して、常に公平に信

頼をベースに経営をしてきました。 

それぞれに対して謙虚な姿勢で信頼されてきたことが長きにわたる企業の存続に結びついていると

確信しています。 

私たちは、法令を遵守し、事業を展開することが企業としての義務であると考えます。 

足柄グリーンサービスは、長年の事業展開で蓄積されたこのような企業の理念をもとに、企業コン

プライアンスを策定し、役員、管理職、社員の行動の規範としています。 

また、私たちは、公共事業から個人邸の手入れ、また、野外教育事業と多岐にわたる事業を展開し

ていることから、会社理念に基づく行動規範の順守が大変重要であると考えます。 

 

■コンプライアンスマニュアルに基づく企業倫理を遂行します 

 コンプライアンスは、企業が社会的責任を負い、存続していくことにおける基本理念です。 

 コンプライアンスを遵守するために、足柄グリーンサービスでは、コンプライアンスマニュアルを

策定し、全社員がそこに謳われた企業倫理や関係法令順守を義務付け、業務を遂行しています。 

 

■コンプライアンスの組織体制 

 会社の「執行体制」の項目で示したように社   

長直結の組織としてコンプライアンス委員  

会が位置づけられています。 

 コンプライアンス委員会は、下図のように、 

コンプライアンス事務局、各部署推進委員に 

より構成されています。 

 事務局は統括部署としてコンプライアンス 

研修やその指導、改善に関わる業務を行うこ 

との他、コンプライアンスカウンセリング窓 

口として、違反行為が行われている場合の通 

報や、質問・相談などを社員から受入れます。 

  

 

               

コンプライアンス委員会組織図 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（1）指定管理業務を実施するための必要な企業倫理・諸規定の整備、法令順守に向けた取り組み 

■諸規定の整備の状況 

私たちは、企業活動を展開するに当たり、職員の雇用から就業、給与等業務に必要な諸規程を次の

通り定め、職員はこのことを十分自覚し、責任を持って業務に従事します。 

○雇用・就業・給与に関する規定 

「就業規則」「賃金規程」 

○決裁・会計  

「経理規程」 

○個人情報保護、等 

「個人情報保護規程」「情報公開規程」「文書管理規程」 

○ボランティア、講師関係 

「ボランティア受入れ規程」、「謝金に関する規程」 

○監査 

業務の適正な執行のために、各業務の実施状況の把握、点検、検査、指導を行います。 

指定管理業務の実施においては、上記の株式会社足柄グリーンサービス諸規程に基づき、当該施設

の管理運営業務に関し必要事項を定め、適切に運用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

129/151



 
団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（1）指定管理業務を実施するための必要な企業倫理・諸規定の整備、法令順守に向けた取り組み 

②法令順守の徹底に向けた取り組み                             

■関係法令等を十分理解し職員全員が遵守します 

足柄ふれあいの村を受託するうえで、指定管理者は神奈川県の代行であることを十分に認識し、業

務を実施しなければなりません。 

・行政が所有する施設であること、神奈川県が指定管理施設の位置づけ・機能を規定し、指定管理施

設に期待すること、環境保全や安全に就業できる環境づくりなど、指定管理業務の関係する法令や

規定は多岐にわたります。 

・これらの法令や規定を十分理解・遵守し、行政、県民、指定管理者が安心して関わることができる

指定管理施設（足柄ふれあいの村）の運営を行います。 

    

  関係法令条例等の理解と遵守 

 

形 式 適 用
法令 公の施設の設置等

指定管理者の根拠
条例

法令
法令
条例

条例

指針 指定管理者の事業報告書、機密保持

法令

法令
法令
条例
計画
条例

計画

計画
計画
計画
計画

法令

法令
最低賃金法 法令

法令 地震防災対策の強化、訓練・準備

法令

法令
法令

かながわグランドデザイン基本構想

神奈川県立のふれあいの村利用等に関する規則

労働者雇用、勤務時間
労働安全

神奈川県環境基本条例
神奈川県環境基本計画

神奈川県地球温暖化対策推進条例

大規模地震対策特別措置法

建築基準法
電気事業法
消防法

神奈川県の教育振興基本計画
神奈川県県西活性化プロジェクト

第２次神奈川県食育推進計画

指定管理者制度の運用に関する指針

かながわ健康プラン２１（第１次）

（第244条の2 公の施設）
神奈川県立のふれあいの村条例

旅館業法

神奈川県個人情報保護条例施行細則
神奈川県個人情報保護条例

環境基本法の基本理念の理解、事業者、
国民の責務の理解
排出ゴミの処理、清掃、衛星
環境方針の適用、排出ゴミの処理、低減等
の事務所での展開
県の地球温暖化対策に対する理解と対応

県の目指すグランドデザイン
県の教育振興に関する方針や、県西地域
の活性化に関する計画の理解
足柄ふれあいの村に求められる神奈川県
の健康や食育に関する計画の理解

電気設備法令点検・消防設備点検・防火
対象物定期点検

個人情報保護法

環境基本法

リサイクル法
廃棄物の処理及び清掃に関する法律

労働基準法

労働安全衛生法

地方自治法
法 令 等

足柄ふれあいの村の運営に関する

施設運営での登録情報等の個人情報を保
護するため、具体的な運営に反映

指定管理者として文書の開示等の必要な
情報公開に対応

神奈川県情報公開条例
神奈川県情報公開条例施行規則
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（1）指定管理業務を実施するための必要な企業倫理・諸規定の整備、法令順守に向けた取り組み 

■法令の遵守を徹底するための取り組み 

企業活動において、広く倫理や道徳を含む社会的規範を遵守することは重要であると考えます。「地

方自治法」を始め「労働基準法」「労働安全衛生法」「旅館業法」「個人情報保護条例」「消防法」「県

の関係規則」等を充分理解し、またそれを職員に周知、徹底するための研修を実施します。 

■取り組みの方向性 

○社内ルールの確立や業務マニュアルの整備による職員の意識改革 

○委員会等の設置による研修や説明会の実施、業務運営の検査 

研修計画 

研修内容 頻度 対象者 

個人情報保護 

 

年 2 回 個人情報責任者、職員 

年１回 施設全職員 

委託契約時、就業契約時 外部委託者、臨時職員 

文書管理 年１回 施設責任者、職員 

安全衛生管理 年１回 安全衛生管理責任者 

その他 年 2回 各担当職員 

 

■私たちの行動規範を遵守します 

私たちは、社員が社会的責任を十分に意識して、社会    

から信頼されるようになることが、これまでにも増し 

て重要であると思っています。 

そのために、私たちは、社内コンプライアンスマニュ 

アルの中で、企業行動規範を制定し、企業活動を継続 

させる重要な基本方針として位置付けています。 

役員や従業員は、社会の公正な道徳や法令、また、社  

内の規定やルールを守り、社会的良識や社会倫理感を 

持ちます。 

会社の公正・公平な理念に基づき、役員や従業員は、 

法令順守し自己の行動を律することで、企業の公正な 

成長により社会的信用をより高くして健全な企業存

続を目指します。 

 

■コンプライアンスの社内教育について 

 コンプライアンスに関する社員の理解を深めるために、コンプライアンス研修を年 1回実施します。 

 研修は、コンプライアンス委員会（事務局）が実施し、全役員と全従業員を対象に行います。 

 

 

私たちの企業活動の行動規範

１．法令やルールを遵守します
あらゆる法令やルール・規則に反する行動はしません。お客さまや協力業
者に対しては、誠実で公平な企業活動を行います・

２．顧客満足を喜びとする企業活動を行います
地域に根差した企業として、地域や社会に対する責任と信用を第一に考え
ると共に、顧客満足を喜びとするような企業活動を行います。

３．あらゆる人の人権を尊重します
お客様、取引先の人たちはもちろんのこと、役員や社員一人一人の基本的
人権を尊重し、豊かな職場環境の実現の努めます。

４．全社員の健康と安全の確保に努めます
全社員の心身の健康、職場での安全確保に努め、快適で楽しく就業できる
職場風土を醸成します。

５．情報の管理と守秘義務の徹底に努めます
私たちは個人情報、顧客情報、経営情報などの一切の機密情報を厳正に
管理し、外部への漏えいを防止します。

６．反社会的勢力に屈服しません
社会の秩序や、安全な企業活動に脅威を与えるような反社会的勢力には
屈服せず、不当な利益供与はしません。

７．地球環境・地域環境の保全に努めます
私たちは、地球環境の保全に努め、私たちを育ててくれた地域が健全に存
続できるよう、地域の環境保全に努めます。
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（2）募集開始の日から起算して過去 3年間の重大な事故又は不祥事の有無、対応、再発防止策 

■足柄グリーンサービスの重大な事故などについて 

［足柄グリーンサービスの事故などの管理体制について］ 

足柄グリーンサービスは、ファシリティサービス事業などの建設作業などに関する業務や、野外教

育事業や指定管理事業のように多くの子どもたちや市民、県民などを受け入れる業務など、多岐に

わたる業務を行っているため、広い視野での安全対策や安産衛生管理体制を実施しています。 

また、地域社会に貢献する企業として、社会的責任や従業員の福利厚生などの充実に努めています。 

事故や不祥事などの発生に対しては、安全衛生委員会を中心とした全社的な体制を確立し、迅速な

対応と再発防止に努めています。 

安全衛生委員会は、ファシリティ事業部、野外教育事業部、指定管理事業部、温泉事業部など全社

の担当責任者が出席し、月一回開催され、事故や不祥事などの防止に努めています。 

 

［重大な事故・不祥事の有無］ 

過去 3年以内に重大な事故、不祥事は、ありません。 

 

■学校法人関東学院の重大な事故などついて 

［学校法人関東学院の公益通報に関する規程］ 

関東学院では、公益通報者保護法に基づき、「学校法人関東学院公益通報に関する規程」を制定して

います。この規程は、学校法人関東学院及び学院が設置する学校において、法令又は学院の諸規程

に違反する行為の早期発見とその是正措置並びに公益通報者の保護を図るために必要な事項を定

め、学院の健全な経営と教育研究体制の維持・発展に資することを目的としています。 

 

［重大な事故・不祥事の有無］ 

過去 3年以内に重大な事故、不祥事は、ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

132/151



 

 

団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（3）個人情報保護についての方針・体制、職員に対する教育・研修体制及び取扱いの状況 

①個人情報保護についての方針・体制                            

■個人情報保護の重要性を十分理解し運営します 

多くの人が個人情報の取り扱いについて不安を感じている昨今、その重要性を認識し、取り扱いに

対する配慮が求められています。私たちは、個人情報を適性に保護するために、関連法令を遵守し、

マニュアルの整備等の保護管理体制を構築し、対応します。足柄ふれあいの村においても、個人の

権利利益の侵害の防止、基本的人権の擁護及び公正で民主的な県政の推進に資するために、施設に

おいて個人情報保護に関わる責任者を選定すると共に職員研修等を実施し、職員全てが個人情報の

取り扱いに関して高い意識を持ち、最善の注意を図り管理運営をします。 

■個人情報保護に関する制度を理解し運営します 

・「高度情報通信社会の進展に伴い個人情報の利用が著しく拡大しているなかで、個人情報の適正 

な取扱いに関して、個人情報の有用性に配慮しつつ、個人の権利利益を保護すること」ことを目的

として、平成 17 年 4 月 1日に個人情報保護法が施行されました。 

・神奈川県においては、平成 2 年 3 月 30 日に神奈川県個人情報保護条例が公布され、平成 18 年 3 月

31 日の改正に至っています。これは、「県内における個人情報の取扱いに伴う個人の権利利益の侵

害の防止を図り、もって基本的人権の擁護及び公正で民主的な県政の推進に資する」ことを目的と

し施行されたものであり、第 14 条には（指定管理者による個人情報の取り扱い）として「実施機関

は、指定管理者が、公の施設の管理の業務を通じて取得した個人情報を適切に取り扱わせるため、

必要な措置を講じなければならない。」とあります。 

・私たちは、神奈川県の指定管理施設である足柄ふれあいの村において、これを遵守し適正な個人 

情報の保護に努めます。 

■神奈川県個人情報保護条例について 

（目的）  

第１条 この条例は、個人の尊厳を保つ上で個人情報の保護が重要であることにかんがみ、 県の機

関が保有する個人情報の開示、訂正及び利用停止を求める個人の権利を明らかにするとともに、個

人情報の適正な取扱いの確保に関し必要な事項を定めることにより、県内における個人情報の取扱

いに伴う個人の権利利益の侵害の防止を図り、もって基本的人権の擁護及び公正で民主的な県政の

推進に資することを目的とする。 

 

（指定管理者による個人情報の取扱い） 

第 14 条 実施機関は、指定管理者（地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 244 条の２第 ３項

に規定する指定管理者をいう。）が、公の施設（同法第 244 条第１項に規定する公の施 設をいう。

次条において同じ。）の管理の業務を通じて取得した個人情報を適切に取り扱わせるため、必要な措

置を講じなければならない。                                 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（3）個人情報保護についての方針・体制、職員に対する教育・研修体制及び取扱いの状況 

■私たちの個人情報保護の取り組みについて 

足柄グリーンサービスは、様々な事業部や、複数の指定管理施設を運営しており、それぞれの部署

で個人情報が保管されています。 

そのため、個人情報保護基本規定を作成し、本社をはじめとして各事業部、各指定管理施設の個人

情報保護の方針体制を定めています。 

指定管理施設においては、日常的に、一般県民や市民の申し込み予約などに関する個人情報が収集

され蓄積されるので、特に厳重な個人情報保護が必要です。所個人情報は必要最小限の範囲での扱

いとなるよう、出来るだけコンパクトな情報保護管理が安全であると考え、指定管理の各施設にお

いて、所長の責任のもとに個人情報保護の取り組みを実施しています。 

 

■個人情報取り扱いの概要  

 個人情報の取り扱いにおいては、個人情報の「対象者」「扱い場所」「保管場所」「情報所項目」につ

いて定め、それぞれの項目について厳守します。 

 指定管理施設の現場における取り扱いの各項目については下記表のように定めています。 

指定管理施設の個人情報取り扱いの概要 

項 目 内    容 

対象者 指定管理施設の利用・予約登録を行う個人及び団体 

扱い場所 指定管理施設のパソコン 

保管場所 外部メモリー、台帳等書類 ⇒すべて金庫保管 

情報項目 住所、氏名、性別、生年月日、電話番号、メールアドレス、所属団体名、等 

  

■個人情報保護の基本的考え方    

・業務に必要な必要最小限の個人情報の収集とする。 

  ・対象とする目的以外の利用や提供をしない。 

  ・収集した個人情報を他に漏らさない。 

  ・許可のない複製や盗難、盗用、漏洩の防止を徹底する。 

  ・指定管理期間終了時には提供された資料の返還、収集した個人情報は適切に廃棄する。 

 

■学校法人関東学院の個人情報保護に関する規程 

 関東学院では、「関東学院個人情報保護に関する規程」を制定しています。この規程は、個人情報が

個人の人格尊重の理念の下に慎重に取り扱われるべきものであることに鑑み、関東学院が保有する

個人情報の適正な取扱いに関し必要な事項を定め、学院における個人の権利の保護を目的としてい

ます。 

 また、この規程の目的を達成するため、関東学院個人情報保護委員会を組織しています。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（3）個人情報保護についての方針・体制、職員に対する教育・研修体制及び取扱いの状況 

②個人情報保護に対する教育・研修体制                           

■職員等への周知・教育を実施しています   

・個人情報保護の重要性や守秘義務を理解させ、職員全員が共通理解をするために、個人情報保護の

職員研修を実施します。 

研修内容 頻度 対象者 

個人情報保護 

 

年 2 回 個人情報責任者、職員 

年１回 施設全職員 

委託契約時、就業契約時 外部委託者、臨時職員 

・指定管理業務マニュアルに個人情報保護についての項目を設け、そのマニュアルによる個人情

報の運用に関する研修を実施します。 

・職員の雇用時、また契約時には、個人情報保護に関する誓約書の提出を義務付けます。 

 

■外部への業務委託者への指示します 

・業務を外部委託する場合は、委託者との間で「個人情報の取り扱いに関する覚書」、及び、当社から

委託者に対する個人情報保護の指示を明記した「指示書」、当社から委託者に個人情報保護を厳守す

る「誓約書」を取り交わします。  

   

業務発注に関する個人情報の取扱模式図 

         

足柄ふれあいの村 指定管理者

業 務 受 託 者

個
人
情
報
保
護
指
示
書

個
人
情
報
保
護
誓
約
書

個
人
情
報
取
扱
い
覚
書
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（3）個人情報保護についての方針・体制、職員に対する教育・研修体制及び取扱いの状況 

③個人情報保護の取扱いの状況                              

■個人情報保護の基本的考え方に基づき、取り扱いをしています    

・業務に必要な必要最小限の個人情報の収集とする。 

 基本的に、個人情報は社内に存在させないような運営を行いますが、事業の遂行に必要な顧客情報

や、施設利用者の個人情報は取り扱うことになります。 

 私たちは、業務に必要な最小限の個人情報を取り扱い、必要のない情報や必要でなくなった個人情

報は、速やかに、安全に廃棄します。 

・対象とする目的以外の利用や提供をしない。 

 事業に必要で収集された個人情報を、それ以外の目的で利用することや、他者に提供することはし

ません。 

・収集した個人情報を他に漏らさない。 

 事業に必要で収集された個人情報は、第三者はもちろんのこと、部署内の職員、関係者に漏らしま

せん（業務上で必要となった場合の一時的開示意外）。 

・許可のない複製や盗難、盗用、漏洩の防止を徹底する。 

 各所属長は、職員による許可のない複製をさせないよう、個人情報の取り扱いについて厳重に周知

徹底・管理する。また、個人情報の盗難。東洋の防止を徹底します。 

・指定管理期間終了時には提供された資料の返還、収集した個人情報は適切に廃棄する。 

 指定管理施設の場合、指定管理業務により知りえた個人情報は、指定管理期間終了時には、資料の

返還、蓄積された個人情報は、発注者（県・市など）と協議し、適切に処理・廃棄する。 

 

■保護・漏洩防止の具体的対策    

・個人情報責任者、取扱者を選定し、それ以外の人は個人情報を取り扱いません。 

 個人情報の保護・漏洩防止のために、個人情報の取り扱い者を選定して、それ以外の職員は個人情

報を取り扱わないこととしています。 

・受付や予約の業務など、指定管理業務マニュアルに個人情報の項目を盛り込みます。 

 指定管理施設などでは、日常的に個人情報に類する情報が収集されます。そのため、保護の対象と

なるべき個人情報の項目を明確に取り扱い職員が理解するために、指定管理業務マニュアルに盛り

込みます。 

・個人情報リストを作成し、情報を一元化します。 

 個人情報リストを作成し、情報を一元化します。情報を記載した申込書などは、特に必要な場合は、

金庫に保管しますが、通常業務においてはデータに取り入れた後、速やかに廃棄します。 

・作業終了時、パソコン内部には保存せず、専用メモリーに保存し施錠保管します。 

 個人情報を用いた作業を行った場合、終了時には作業を行ったパソコン内には個人情報を残さず、  

 （個人情報を更新した場合なども）専用メモリーに保存し、金庫に保管しています。 

 

 

136/151



 

 

団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（3）個人情報保護についての方針・体制、職員に対する教育・研修体制及び取扱いの状況 

■個人情報の保管・保護の取り扱い状況 

 足柄グリーンサービスの本社では、顧客情報（請求書などに必要な住所・電話番号など）の取り扱

いについては、取り扱い者を選定して、それ以外のものは扱いません。 

 また、個人情報データは、取り扱い者のみが扱うパソコン上でアクセスできるように設定し、パス

ワード保護しています。 

［指定管理施設における取扱いの状況］ 

 指定管理施設においては、受付・申し込み業務などで知りえた個人情報は、定められた取り扱い者

のみが専用のパソコンで更新処理などを行い、そのデータを専用メモリーに保存し、金庫で管理し

ています。パソコン内のデータはその都度消去します。 

         専用メモリーでの個人情報保護・管理イメージ 

       

氏名、住所、電話番号
メールアドレスなど

申し込み用紙など

個人情報、個人画像など

パソコンでの取り扱い

ＵＳＢによる保存

金庫に保管

データ化後保管、または破棄

 

・個人情報の含まれる書類は、定められた場所に保管し施錠します。 

・個人情報の守秘義務、保護の重要性を職員全員に周知徹底させます。 

・個人情報の保護・適正運用に関し、県の立ち入り調査を受け入れます。 

・漏洩事故発生時は、県への報告、被害者の漏洩内容を連絡し、二次被害発生を防止します。 

 

■取り扱いに関して（提供・開示・訂正・利用停止・消去） 

・「利用者の同意がある場合」「個人情報保護法その他の法令に定めがある場合」等を除き、第三者へ

の情報提供はしません。 

・個人情報の開示・訂正・利用停止・消去の申し出に対しては速やかに対応します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（4）指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況 

①私たちの地元（地域）での環境配慮の取組みについて                    

私たちは、地球環境の現状を踏まえ、事業展開の中で環境への影響を認識し、環境目的・環境目標

を定めた上で活動し、この成果を定期的にとらえ、マネジメントシステムと活動の成果に対する改

善を継続的に進めます。また、足柄グリーンサービスは平成 18 年に「ＩＳＯ１４００１」の認証を

取得し、これに基づき環境への配慮を実施しています。足柄ふれあいの村の管理運営においても、

同様の方針に準じた取り組みを実行します。 

■業務で発生した植栽廃棄物を自社植栽廃棄物処理場でリサイクル活用をしています 

私たち足柄グリーンサービスのグリーン管理部門は、剪定や刈込で発生した剪定枝などを自社の処

理場においてチッパーでチップ化し、堆肥やペレットとして、近隣農家や、地面への敷き均し材へ

の活用など有効利用しています。 

足柄ふれあいの村の剪定枝は、産業廃棄物として焼却処分するのでなく、当社所有の植栽廃棄物処

理場（南足柄市矢倉沢）に搬送し、チップ化しリサイクル有効活用します。 

 

足柄グリーンサービス運営の植栽廃棄物処理場（南足柄市矢倉沢）のチップ化の様子 

     

 

［グリーンカーテンによる環境負荷低減の実績］ 

 私たちのグリーン環境整備事業の実績やノウハウを活用して、本社の南側壁面や指定管理施設の休

憩所などに緑のカーテンを設置し、冷房費の削減など、環境負荷低減に努めています。 

      

     指定管理施設（パークゴルフ場）     本社の南側壁面のグリーンカーテン 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（4）指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況 

②足柄ふれあいの村の指定管理業務を行う際の環境配慮の取組みについて            

■地球温暖化防止・環境負荷低減対策のために日常の省エネ・ＬＥＤの採用などを推進します   

・ＯＡ機器、照明、車等について適正規模で導入し、老朽化による効率劣化の製品は更新します。 

・人感センサー機能点滅による節電（展示室）を実施します。 

・冷暖房の適正な稼動を徹底し、冷暖房稼動時に施設建物の出入り口開放を禁止します。 

・高圧水銀灯が「水銀に関する水俣条約」を受けて、2020 年に生産及び輸出入が中止されること

から、水銀灯からＬＥＤライトへの導入を実施します。（環境保全の観点からも促進します） 

 蛍光灯などに関しても、省エネ効率の高いＬＥＤ照明器具への更新を推進します。 

  

 

    

     ＬＥＤ高天井照明器具イメージ       ＬＥＤ蛍光灯イメージ 

 

・駐車場におけるアイドリングストップを実行し、参加者や関連業者等へも啓発します。 

 

■廃棄物の削減対策や資源の有効活用を実施します。 

 足柄ふれあいの村では、様々な種類の廃棄物などが発生しますが、５Ｒの考え方を明確に理解し、

足柄ふれあいの村から発生する廃棄物は有用な資源として再利用します。             

 

 

 

［ゴミの分別とリサイクル］                              

・資料の簡素化、報告書類等の統一化など、用紙使用量の軽減を図ります。→グリーン商品購入 

・使い捨て製品の使用や購入を抑制し、廃棄物の排出を軽減します。 

 

［森林資源・県産材有効利用の推進（木工材料・木質ペレット等）］            

 間伐材を有効利用します。 

・木工教室の材料として使用します 

・周辺林道の道づくり体験に使用 

します 

・学校プログラムとして使用します 

 

 

 

 

リユース 
（再利用） 

リフューズ 
（辞退拒否） 

リベア 
（修理） 

リデュース 
（抑制） 

リサイクル 
（再資源化） 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（4）指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況 

・足柄グリーンサービスの所有する木材破砕工場で間伐材や施設内の植栽残さをチップ化し、新エネ

ルギーとして期待がかかる木質バイオマスエネルギーの利用を図ります。 

・施設内の石油ストーブを順次（更新時）ペレット・薪兼、用ストーブへの変更を検討します。 

・また、チップ＋枯葉＋食物残滓による堆肥化を実施し、園外の農業体験等に使用し、また、残りの

チップは園内の歩道にまきます。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■化学物質、有害廃棄物等の適正な管理（低ＶＯＣ対策、等） 

・児童・生徒はじめ多くの人が滞在利用する施設であることから、化学物質過敏症やシックハウス症

候群などの症状を持つ方に対して配慮します。                        

・木工体験の仕上げ塗料として植物性製品を使用します。 

・施設の維持管理に使用する塗料・洗剤・洗浄剤は、基本的にＶＯＣを発生しないか、極力少ないも

のを用います（塗料は、低ＶＯＣ塗料または水系塗料など、ＶＯＣ含有量の少ないか皆無のものを

使用）。 

ＶＯＣ（ Volatile Organic Compounds）とは、常温
常圧で大気中に容易に揮発する揮発性有機化合物の総
称です。
具体例としてはトルエン、ベンゼン、フロン類、ジク
ロロメタンなどを指し、これらは溶剤、燃料として重
要な物質であることから、幅広く使用されています。
しかし、環境中へ放出されると、公害などの健康被害
を引き起こす。特に最近では、ホルムアルデヒドによ
るシックハウス症候群や化学物質過敏症が社会に広く
認知され、問題となっています。

 

 

■施設で使用する消耗品などはグリーン購入を拡大します                   

・「神奈川県グリーン購入基本方針」に基づき、施設管理運営に必要な備品、 

資材、また、サービス等は環境に配慮されたものを購入します。 

１ 環境に配慮した物品やサービスを購入する（グリーン調達） 

２ 購入に伴う活動の環境影響に配慮する （グリーン配送等） 

３ 環境に配慮している企業から物品やサービスを購入する（グリーン入札） 

 

省エネマーク
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（4）指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況 

■施設内の自然環境に配慮します（森林の植物・動物との共生） 

足柄ふれあいの村は、神奈川県の西端に位置する南足柄市の山麓部に立地しています。 

南足柄市の森林の面積は 5,275ha で森林率は 68.5％を占めており、神奈川県の貴重な森林資源、水

源保全林として重要な役割を担っています。 

南足柄市内には、足柄ふれあいの村と同じ県立の施設とし 21 世紀の森があり、神奈川県の森林の存

在とその多面的な機能を県民に知ってもらい森林を活用してもらう施設として運営されています。  

足柄ふれあいの村も南足柄市の森林に立地しており、森林環境を保全するような運営が求められま

す。 

林道、散策道や森林内の維持管理においては、森に生息する生物の多様性を保全推進するために、

生物へのダメージを軽減するような計画・工法を実施します。 

また、県立 21 世紀の森との連携を推進し、森林保全プログラムの提供、森林環境教育の支援・体験

など、施設間での相互協力を図ります。 

   

 

■施設及び周辺森林などを利用して、利用者の自然環境配慮の啓発・指導を行います 

○利用者への自然環境配慮の啓発・指導を行ないます。 

・環境保全に関する展示や案内板の設置、パンフレット類の作成・配布、ガイド 

・環境教育プログラムの実施（園内植物を使った環境教育、生物と人間との共生等） 

・21 世紀の森の紹介と、神奈川県の森林と水源保全林の啓発・学習 

 

○職員の自然環境配慮に関する意識向上を図ります。 

・まずは、身近な、足柄ふれあいの村周辺林の自然環境の把握・研修の実施 

・自然環境保全研修の実施（神奈川県森林インストラクター会などの外部講師） 

・廃棄物の処分等に関する法令の遵守 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（4）指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況 

■関東学院の環境配慮の取り組み 

［関東学院大学人間環境学部にて ISO14001 を認証取得しました］ 

関東学院大学人間環境学部では、2007 年 2 月にＩＳＯ１４００１を認証取得しました。 

人間環境学部の環境マネジメントシステムでは、学部活動における省エネルギー対策や廃棄物の削

減など様々な課題に向き合うだけでなく、特に大学という教育研究機関として環境教育に重点を置

いています。環境をテーマとする講義を開講し、学生の環境に対する関心を喚起し、キャンパス内

の美化はもちろん周辺のゴミ拾いなど地域の環境改善運動を学生自身が中心に行っています。単に

認証取得が目的ではなく、真剣に環境改善を考えることが重要であり、キャンパスそのものが環境

の教科書となっています。 

また、内部環境監査員を養成するためのセミナーを開催し、環境との関わりにおいて社会に貢献で

きる人材の輩出をしています。セミナーに合格した内部環境監査員のうち、すでに 500 名以上が卒

業し社会で活躍しています。 

 

関東学院大学人間環境学部での環境保全に関する講座の仕組み 

関東学院大学
人間環境学部

環境マネジメント
システム講座

地域・社会環境保全
・廃棄物の削減
・リサイクル
・環境負荷軽減システム

地球環境保全
・省エネルギー
・ＣＯ2排出量削減
・自然環境・緑地保全

環境教育
・地球環境保全教育
・社会・生活環境保全教育
・自然環境保全教育

地球環境保全・地域社
会環境保全の実践

学内・キャンパスでの
環境保全・美化の実践

ＩＳＯ内部環境監査員
の養成・取得

 

［環境に関するシンポジウムを実施しています］ 

 関東学院大学では、2014 年 11 月に環境に関するシンポジウムとして、鎌倉市長、逗子市長、葉山

町長の 3首長を招き、「廃棄物行政の現状と課題」を実施しました。 

シンポジウムでは、ごみ処理施設の老朽化など、それぞれの自治体が抱えるごみ処理行政の現状と

課題を報告、パネルディスカッションにより、関東学院大学が教育研究機関としてどのような連携

が可能かを議論しました。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（5）法定雇用率の達成状況等、障がい者雇用促進の考え方と実績 

■法定雇用率と障害者雇用の考え方 

地域企業として 50 年間、事業を継続してきた足柄グリーンサービスは、地域社会に貢献のできる企

業であることを会社方針としてきました。 

昭和 35 年に定められた「障害者雇用促進法」に基づき、足柄グリーンサービスは平成 9年 1月より

障害者の雇用を開始し、今日に至っています。 

［法定雇用率］ 

従業員の一定割合を障害者とするよう企業に義務付けた法律であり、 

法定雇用率（２％）＝身体障害者+知的障害者／（常用労働者・除外率相当労働者） 

 

■足柄グリーンサービスの取組み 

グループ代表企業の足柄グリーンサービスでは、平成 9年から、清掃作業グループと緑化整備グル

ープで各 1名、合計 2名就業しています。 

27 年度当初の当社社員（役員除く）から、常用労働者を算出すると、 

［44 名＋（137 名×0.5）］×2％＝2.24 名 となります。 

従って、0.24 名の不足となります。 

今後は、ハローワークや、地域の障害者施設などとの連携を深め、法律の定めるところの基づき、

障害者雇用を促進します。 

 

■関東学院の取組み 

グループ構成団体の関東学院では、現在、全体で 5名の障がい者を雇用しているが、2014 年度は法

定雇用率達成には至りませんでした。 

これまでの取り組みについては、2011 年度にはハローワークのイベントを利用し、複数名の面接を

行い、2012 年 5 月に障がい者を 1名採用ましたが、それまでは、障がい者を採用するに至ったこと

はあるものの、募集時点で障がいの有無について問うことはありませんでした。 

 

募集にあたっては、障がい者が、組織の一員として業務を遂行することができることを第一に考え、

担当業務だけでなく、職場環境について確認を行い、事務部門を中心に採用可能部署の洗い出しを

行っており、2015 年度より、団体の紹介によるトライアルの受け入れを検討しています。 

これまでのハローワークからの情報収集とあわせて、法定雇用率達成に向けた取り組みを行ってい

ます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（6）社会貢献活動、ＣＳＲの考え方と実践 

① 地域・中小企業としてのＣＳＲの考え方                         

・足柄グリーンサービスは南足柄市で誕生し、地域の住民に支えられ成長してきた会社です。現在も

南足柄市を中心に県西地区（特に）足柄上地区を事業エリアとし地域密着型の業務を遂行していま

す。 

・地域の中小企業として、（全国展開でのボランタリー活動はできませんが）地域への社会貢献を会社

理念として事業活動をしてきました。 

・地域の文化・伝統の保全や、地域活性化イベントの実施、青少年の健全な成長を支援する野外教育

活動の実施など、「地域づくり」「環境づくり」「人づくり」をテーマに地域貢献を実践しています。 

 

そのような背景の中、足柄グリーンサービスは地域の中小企業として社会貢献を推進・実践す 

るために、事業そのもので地域に貢献することを軸に会社のＣＳＲの考え方としてきました。 

 

② 事業を通じた社会への貢献                               

○グリーン環境事業 

地域の自然環境保全整備や林地の維持管理業務を通じての環境保全に貢献し

てきました。また、整備で発生した植栽剪定残さは、自社の専用処理ヤード

でチップ化し、堆肥としてリサイクルし、地域農家に配布しています。 

○野外教育事業 

 平成 9年より設立した野外教育事業において、「こころの冒険教育」を実践し

てきました。 

事業設立から 10 数年間は、施設建設・維持運営や、スタッフ養成などに採算を度外視して事業実施

してきましたが、この 5年間でようやく採算事業として成り立つようになり、現在、年間約 80 校の

神奈川県内中学・高校のクラスづくりプログラムを受託実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

○ＮＰＯ法人との共同事業 

現在の様々な問題を抱えた社会環境の中で、子どもたちが自然や地域社会とふれあい、人間味豊か

に成長するために、様々な自然活動プログラムを体験することにより、協力・信頼・挑戦と達成感

などを学び、また、自然の不思議さ、命の大切さを感じとり、心豊かに成長して行くための支援を

目的としたＮＰＯ野外体験学習研究所を野外教育事業部の社会貢献部門として設立しました。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（6）社会貢献活動、ＣＳＲの考え方と実践 

○温泉事業 

南足柄市では、難しいとされていた温泉事業を計画し、困難な採掘を経て 8 年前に南足柄市で初め

ての温泉施設を設立し、市民や県民に親しまれています。 

   

○観光事業（ジップライン） 

県下随一の観光地、箱根町に隣接しながら観光行政に苦戦している南足柄市の森林公園丸太の森の

園内に森林の間のロープで滑空する野外アクティビティ「ジップライン」を計画し、建設・運営の

一企業として支援しています。 

    

 

③ 事業以外での社会貢献活動の実践                            

・市・自治会等が実施する各種行事への支援  

・春木径（はるきみち）桜並木の維持管理 

・教育委員会・学校・子供会への野外教育プログラム（ＰＡ）の実施 

・ライオンズクラブ、ロータリークラブ、青年会議所への協力 

・狩川にリユースペットボトルのランタンを数千個ともすランタンフェスティバルの開催。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

３ コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献 

（6）社会貢献活動、ＣＳＲの考え方と実践 

④ ＮＰＯ法人と共同での社会貢献活動について                       

私ども、足柄グリーンサービスは子どもたちが自然や地域社会とふれあい、心豊かに成長して行く

ための支援を目的としたＮＰＯ野外体験学習研究所を野外教育事業部の社会貢献部門として平成

17 年に設立しました。現在は、活動を休止していますが、 

○雪と心のアドベンチャー（2泊 3日、25 名定員、子ども夢基金助成事業） 

○川と緑のアドベンチャー（2泊 3日、子ども夢基金助成事業） 

○南足柄市の里山や山々をトレッキングや自転車などを組み合わせた団体競技のあしがらアドベンチ

ャーレース 

○南足柄市の中心を流化する狩川の河川敷にペットボトルをリユースした「ペット夢ランタン」を近

隣の自治会、団体、その他の地域の人々が一緒に創りあげ、数千個のランタンに火をともす「ラン

タンフェスティバル」を開催しました。 

○山北町の丹沢湖周辺で、「手作りカヌー教室」を実施しました。 

など、様々な地域活性化事業を複数年度にわたって実施しました。 

 

⑤ 今後の地域貢献について                                

 
・当社は、「地域づくり」「環境づくり」「人づくり」の会社方針のもと、地域企業として地域とともに

発展してきました。当然の使命として、これからも地域貢献を会社の重要な役割の一つとして、推

進していきます。 

・当社は、南足柄市の地域中小企業のリーダーとしての自覚を持ち、地域の企業、団体、住民、行政

を巻き込んだ地域貢献活動を実施していきます。 

・当社は、文化活動、教育活動、地域活性化活動を中心に、地域貢献活動を積極的に推進してきまし

たが、これからもこれらの地域貢献を継続することに加え、今後は、神奈川県の県西地区活性化の

施策との連携で、南足柄市の観光活性化に向けた取り組みを目指したいと考えます。 

・神奈川県が、知事をはじめ、重点施策としている、県西活性化プロジェクト「未病を治す」取り組

みを、足柄ふれあいの村でのプログラム立案という形で実施し、神奈川県民の健康増進に貢献しま

す。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

４ これまでの実績について 

（1）指定管理施設と類似の業務を行う施設での管理実績の状況 

①ふれあいの村と類似の業務を行う施設等での管理実績（足柄グリーンサービス）       

■足柄ふれあいの村と類似した指定管理施設 

足柄グリーンサービスが事業として実績を積んできた実績・経験・ノウハウを活用することができ

る、神奈川県及び、南足柄市の指定管理物件に応募し、平成 18 年度より以下の 4施設の野外施設の

指定管理に携わっています。 

  

・平成 18 年に、神奈川県の「県立 21 世紀の森」の 1件、南足柄市の「足柄森林公園丸太の森」「南足

柄市運動公園」「南足柄市パークゴルフ場」の 3件、合計 4件を、当社としてはじめての指定管理業

務を受託しました。 

・平成 21 年に南足柄市より受託している 3施設を受託更新しました。 

・平成 23 年には神奈川県より受託している「県立 21 世紀の森」を再受託しました。 

・平成 24 年に足柄森林公園丸太の森を第Ⅲ期目として受託更新しました。 

・平成 26 年に「南足柄市運動公園」「南足柄市パークゴルフ場」を共に第 3 期目として再受託しまし

た。 

□結果、平成 18 年に初めて受託した南足柄市内に立地する 4つの指定管理施設は、4 件共に現在も継

続して指定管理業務を受託させて頂いています。 

 そのことは、私たちが、同じ南足柄市に本社を置く企業として、発注者である行政の意向を理解し、

足柄グリーンサービスの主要業務の実績・経験や、地域との連携や緊急時の対応など、そのメリッ

トを十分に活かし、真摯に業務を遂行していることが評価されている結果だと自負しています。 

 同時に、今後もそのことをベースに、且つ、関東学院大学との連携や、その他、学術機関や専門家

など様々な外部との連携・御指導などにより、この地域において、より良い指定管理業務を推進し

ていく所存です。 

 

     

施設名 業務内容 発注元 実績期間

Ⅰ期　平成１８年４月１日～平成２３年３月３１日

Ⅱ期　平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日

Ⅰ期　平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日

Ⅱ期　平成２１年４月１日～平成２４年３月３１日

Ⅲ期　平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日

Ⅰ期　平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日

Ⅱ期　平成２１年４月１日～平成２６年３月３１日

Ⅲ期　平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日

Ⅰ期　平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日

Ⅱ期　平成２１年４月１日～平成２６年３月３１日

Ⅲ期　平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日

神奈川県環境農政局

南足柄市都市経済部

南足柄市市民部

南足柄市市民部

県立２１世紀の森

足柄森林公園
丸太の森

南足柄市
運動公園

南足柄市
パークゴルフ場

指定管理

指定管理

指定管理

指定管理

 

この指定管理 4施設は、いずれも、野外活動（屋外スポーツを含む）施設として、より多くの県内・

市内のお客様を受け入れて、楽しんでいただき、より健康に、より豊かになっていただくことを目

的とした施設であることにおいて、足柄ふれあいの村との共通点があります。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

４ これまでの実績について 

（1）指定管理施設と類似の業務を行う施設での管理実績の状況 

○県立 21 世紀の森 

 21 世紀の森は神奈川県環境農政局森林再生課が所轄する森林保全・利活用施設です。 

 神奈川県の森林面積率 39％、南足柄市の森林面積率 68.5％と南足柄市は森林が多く、森林保全や森

林の多面的利活用は市の大きな命題の一つでもあり、神奈川県の自然環境保全行政や、水源林保全

行政にとっても大変重要な課題でもあります。 

南足柄市の企業として、21 世紀の森の保全や県民に対する森林保全の啓発、森林の有効・多面的利

活用を促進することは、私たちの使命であると考えています。 

そのことが、足柄グリーンサービスが県立 21 世紀の森の指定管理業務を応募した理由です。 

○足柄森林公園丸太の森 

 足柄森林公園丸太の森は、大きな面積を占める南足柄市の森林を市民の憩いや健康増進、子供たち

の野外体験のために有効に利活用するために開設された施設です。 

Ⅲ期にわたる指定管理業務の受託を通して、地域住民、自治会などとの連携・協力を受け、森林で

の遊び、いやし、キャンプ、野外活動など、森林での様々な活動を促進し、市内はもとより、県内

から多くの利用者を受け入れる施設になり、市民や市行政から評価されています。 

○南足柄市運動公園、南足柄市パークゴルフ場 

 南足柄市民の屋外運動施設であり、多くの市民や、県民に利用されており、地域住民のスポーツコ

ミュニティの場として、重要な役割を担っています。 

 両施設共に、市民、県民の利用促進はもとより、神奈川県が提唱する「未病を治す」運動の駅とし

て、市民、県民の健康増進の機能をより増進させるという方針で事業推進しています。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

４ これまでの実績について 

（1）指定管理施設と類似の業務を行う施設での管理実績の状況 

■指定管理業務以外の類似する施設管理業務の実績 

 ビルメンテナンス事業、グリーン環境事業などの主軸とする事業の経験・実績・ノウハウを活かし、

物件数は多くはありませんが、施設管理業務を受託しており、継続受託しています。 

 また、宿泊施設を備えた、南足柄市で唯一の温泉施設「おんりーゆー」を 7年間運営しています。 

指定管理業務以外の施設管理業務の実績 

施設名 業務の内容 

富士ゼロックス 

塚原研修所 

研修棟・宿泊棟などを有する、年間利用人数 40,000 人の大型研修所施設で

す。昭和 57 年より清掃管理、平成 8年より警備保安業務を受注し、現在、

フロント受付、清掃、設備、警備など施設管理全般の業務を行っています。

足柄の温泉 

おんりーゆー 

旧県立青年の家跡地で、経営革新制度を取得し、南足柄市観光事業活性化

の一環として、当社の事業として、平成 19 年 11 月に温浴施設｢おんりーゆ

ー｣開業しました。宿泊を含めた利用受付の他、レストランやカフェでの食

の提供、｢丸太の森｣などと連携した自然体験プログラムを実施しています。

 

  

 

○足柄グリーンサービスの指定管理業務についての考え方 

 南足柄市の中小企業として、地域（社会）に貢献することを企業理念としています。 

指定管理業務に関しては、足柄グリーンサービスの実績・機能を駆使して指定管理施設を支援でき

ること、目が届く範囲であること、など、緊急時などでも確実に業務を継続させ、利用者の安全や

満足度に責任持てる施設を対象として、事業推進します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

４ これまでの実績について 

（1）指定管理施設と類似の業務を行う施設での管理実績の状況 

②ふれあいの村と類似の業務を行う施設等での管理実績（関東学院大学）           

関東学院では過去に指定管理業務についての実績はありませんが、本事業実施にあたり総合大学を

有する学校法人としてのメリットを活かし、様々な領域での専門的知見や研究成果の社会還元を通

じて協力やアドバイスが可能です。 

足柄グリーンサービスの施設維持管理や利用者応対業務などに対して、関東学院は利用者サービス

の向上に向けた学術的な知見や、ソフトウェアの開発運用、ボランティア育成など、指定管理業務

に重要な部門での実績を持って事業参画する所存です。 

 

■不登校対策事業への参画・連携・協力 

 関東学院大学は、教育学部、教職課程を有し、不登校問題の解決も重要なテーマと考えています。

不登校問題の解決にあたり、教育学部等教員による専門的知見から不登校対策事業に参画します。 

 

■「未病を治す」プロジェクトへの連携協力 

関東学院大学では、2015 年 6 月より神奈川県、神奈川県教育委員会、横浜市の後援のもと、公開講

座「生活習慣病予防運動・要介護予防運動 指導者養成講習会」を実施しています。 

 また、「未病を治す」へのアプローチとして、社会福祉分野を有する総合大学のメリットを活かした

専門的知見からの協力やアドバイスを提供します。 

 

■子ども向け体験講座の実施 

関東学院大学では、神奈川県との連携事業「中高生のためのサイエンスフェア」、横浜市との連携事

業「子どもアドベンチャー」や「ヨコハマ大学まつり」、日本学術振興会の「ひらめき☆ときめきサ

イエンス」などの参加により、小～高校生向け体験講座を様々な研究領域から実施しています。 

 

■市民向け公開講座運営ノウハウ 

関東学院大学社会連携センターでは、市民向け公

開講座を毎年 70 講座程度実施しており、毎年の

受講者数は 1500 名程度に上ります。 

講座の内容は、語学、文学、教養、郷土史等の座

学の他、ものづくり、街歩きと多岐に亘っていま

す。また、過去には、神奈川県教育委員会との連

携講座「3033生涯スポーツ推進会議推進事業 健

康スポーツ講座」の実施など、地方自治体、NPO、

企業等との連携講座も数多く実施しています。 

 

 

 

関東学院大学　公開講座数、受講者数　推移

30講座

40講座

50講座

60講座

70講座

80講座

90講座

2010年度2011年度2012年度2013年度2014年度

1000人

1200人

1400人

1600人

1800人

2000人

年間開講講座数 年間受講者数
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

４ これまでの実績について 

（2）他の自治体における指定取り消しの有無 

①足柄グリーンサービス                                  

  

他の自治体における指定取り消しはありません 

 

 

 

 

 

 

②関東学院大学                                      

  

他の自治体における指定の取り消しはありません 
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